
栄養管理室                               室長 岡本 理恵 

● 活動目的 

患者様に思いやりの心をもち、安全でおいしい食事の提供をすることを目的として、平均 1食 400食を、

管理栄養士 7 名、調理師 4 名、委託業者約 40 名で提供を行っている。また、患者個々の適切な栄養

管理や栄養食事指導、病状に合わせた栄養療法の提案をしている。 

 

● 活動状況 

管理栄養士認定資格の取得者は、日本糖尿病療養指導士（１名）、がん病態栄養専門管理栄養士（１

名）、ＮＳＴ専門療法士（２名）、人間ドッグ健康情報管理指導士（１名）、日本病態栄養専門師（１名）、心

臓リハビリテーション指導士（１名）である。 

 

１．栄養食事指導 

入院・外来患者に対して、医師の指示に従い適切な栄養食事指導を実施している。 
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２．チーム医療 

栄養サポートチーム（ＮＳＴ）、糖尿病チーム、緩和ケアチーム、褥瘡対策チームなどの各種チーム医療

へ参加し、管理栄養士の専門性を活かして患者個々の病態に適した栄養療法を提案できるよう努めて

いる。 

 

 2020 年度より整形外科の脆弱性骨折に対する多角的治療・多職種協働チームと協同で介入件数増加

につながった。 

 

３．外来心臓カテーテル検査 昼食弁当の提供 

外来心臓カテーテル検査の際、希望者へ昼食を提供している。（1食 550円） 

 

４．病院体験食（糖尿食）の提供 

食事療法について理解を深めて頂くため、糖尿病教育入院患者の家族を対象に、糖尿病食を提供して

いる。（1食 680円） 

 

５． 選択メニューの実施 

入院患者への食事サービスとして、選択メニューを実施している。毎日昼食・夕食時に、普通食を提供

している患者を対象に 2種類のメニューより選んでいただいている。 

（選択メニュー:1食 110円） 

 

６．特別メニューの実施（５月よりコロナ感染症予防のため中止） 

入院患者への食事サービスとして、特別メニューを実施している。普通食だけでなく、塩分制限が必要

な心臓病食、高血圧食の患者も対象に、『かるしお』な特別メニューの提供を実施している。 

（特別メニュー:1食 550円） 

 

７．サラダバイキングの実施（５月よりコロナ感染症予防のため中止） 

 入院患者への食事サービスとして、週 1回該当病棟でバイキング形式のサラダ提供を行っている。 

  （1食 110円） 
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な心臓病食、高血圧食の患者も対象に、『かるしお』な特別メニューの提供を実施している。 

（特別メニュー:1食 550円） 
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● 研究業績 

１． 研修会、講演会 

1） 目指そう、誤配膳ゼロ！Part.2～つけ間違い・つけ忘れを食い止めよう～ 

榎本 佑美 

医療安全取り組み発表                                2020年 7月 28日 

2） 脆弱性骨折に対する多角的治療・多職種協働チームの活動について～ＮＳＴ～ 

榎本 佑美 

整形外科院内勉強会                                  2021年 2月 8日 

 

２． その他 

広報誌（ザ・ジャーナル） 

1） 健康レシピ「栄養満点！カラフル夏野菜で食卓を華やかに」 

小山 塁 

岡山医療センター ザ・ジャーナル Vol.15 No.1                     2020年 6月 

2） 健康レシピ「秋の味覚で季節をあじわう♪4種のキノコと鮭のキッシュ」 

小山 塁 

岡山医療センター ザ・ジャーナル Vol.15 No.2                     2020年 9月 

3） 健康レシピ「冬の味覚 旬の魚料理 たらのアクアパッツァ」 

堀田 侑希 

岡山医療センター ザ・ジャーナル Vol.15 No.3                    2020年 12月 

4） 栄養管理室の紹介 

小山 塁 

岡山医療センター ザ・ジャーナル Vol.15 No.3                    2020年 12月 

5） 健康レシピ「簡単レシピ いちごのレアチーズケーキ」 

堀田 侑希 

岡山医療センター ザ・ジャーナル Vol.15 No.4                     2021年 3月 

手術室運営室                         室長 佐藤 徹（整形外科 診療部長） 

 

● 活動目的 

当院手術室の安全管理および手術業務の効率化と運営の円滑化を図る。 

 

● 活動状況 

１．会議開催状況（2020年度） 

  手術室運営委員会   2020年 7月 28日, 2021年 1月 26日 

  手術室運営会議      2020年 5月 26日, 9月 29日, 11月 24日, 2021年 3月 23日  

 

２．活動内容 

１） 体位固定による合併症の予防 

体圧分散マットや多層性シリコンパッドの使用基準、皮膚神経予防マニュアルを作成し、多

職種で情報共有を行った。また手術室運営室会議で検討し、診療科、麻酔科の協力を得て

術中除圧を開始している。2020年度の表皮剥離、術後発赤ともに昨年度と比較し約 50％

程度減少している。 

２） ＷＨＯ安全チェックリストの導入 

ＷＨＯ安全チェックリストをもとに、チェックリストとチェックリスト使用手順を作成し、全診療科

でタイムアウトの内容と方法を統一した。チェックリストを用いてタイムアウトを行い、手術前

安全確認を継続して行っていく。 

３） 災害シミュレーション 

新型コロナウイルス感染症を視野に入れた大規模震災を想定し、災害シミュレーションを多

職種で実施した。シミュレーションをもとに発生時に行うことをポスターにし掲示した。また、

既存のフリーチャートを改訂し、災害時の備えとした。 

４） 効率的な手術室運営 

手術オーダー締め切り以降は手術枠をフリーとし、積極的な手術受け入れを行っている。麻

酔科、各診療科の協力を得た、可能な限り日勤帯で手術を行えるように枠や列の調整を行

っている。 

５） 新型コロナウイルス感染症対策 

帝王切開を受ける患者を想定した、多職種シミュレーションを行い、手術室感染対策マニュ

アルを作成した。 

2020年度、新型コロナウイルス感染症疑似症患者の手術を 3件行ったが、マニュアルに沿

って行動し、大きな問題は発生しなかった。実践で出た意見を基にマニュアルの改訂を行

い、今後の備えとした。また、衛生材料の備蓄状況を共有し、可能な手術では布ガウンを使

用するなど協力を得て衛生材料の備蓄を行った。 
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